
コ
ロ
ナ
禍
の
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
、
皆
さ
ん
は
ど

う
過
ご
し
ま
し
た

か
？
私
は
雨
予
報

の
日
が
多
か
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
自

宅
で
ゆ
っ
く
り
動

画
鑑
賞
や
ち
ょ
っ

と
し
た
外
出
を
し
た
の
み
と
な

っ
た
▼
動
画
鑑
賞
に
欠
か
せ
な

い
も
の
と
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
が
あ
る
。
連
絡
手
段
と
し
て

の
み
で
な
く
、
銀
行
口
座
の
管

理
や
電
子
決
済
、
趣
味
に
も
利

用
で
き
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も

の
。
こ
れ
１
つ
に
様
々
な
情
報

が
詰
ま
っ
て
い
る
。
最
近
で

は
、
10
万
円
を
超
え
る
も
の
も

発
売
さ
れ
、
機
能
も
性
能
も
あ

が
っ
て
い
る
▼
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
職
を
失
い
、
日
々
の
生
活

も
や
っ
と
と
い
う
人
も
多
く
い

る
。
そ
の
よ
う
な
人
達
に
も
必

要
な
ス
マ
ホ
だ
が
、
支
払
い
が

滞
り
、
利
用
を
停
止
さ
れ
て
し

ま
う
人
も
い
る
。
社
会
と
の
つ

な
が
り
を
ス
マ
ホ
で
感
じ
る
こ

と
も
多
く
、
仕
事
を
探
す
こ
と

や
連
絡
先
と
し
て
も
重
要
と
な

る
。
ス
マ
ホ
が
使
え
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
ら
今
の
社
会
で
生

活
し
て
い
く
こ
と
が
厳
し
く
な

る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
▼

も
は
や
必
需
品
と
な
っ
た
ス
マ

ホ
。
多
く
の
会
社
が
通
信
料
金

を
下
げ
た
プ
ラ
ン
を
販
売
し
て

い
る
が
、
ス
マ
ホ
通
信
が
不
可

欠
の
社
会
の
中
、
そ
も
そ
も
の

賃
金
が
足
り
て
い
る
か
を
考
え

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
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金
田
一
地
公
共
闘
議
長
挨
拶

　

春
闘
情
勢
は
、
コ
ロ
ナ
に
よ

り
、
昨
年
に
比
べ
非
常
に
厳
し

い
状
況
だ
が
、
労
使
と
も
に
賃

上
げ
の
流
れ
を
止
め
な
い
努
力
を

し
て
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。

震
災
か
ら
10
年
経
ち
、
街
並
み

も
き
れ
い
に
、
道
路
事
情
も
良

く
な
っ
て
い
る
が
、
な
り
わ
い

の
復
興
、
心
の
復
興
は
道
半
ば
。

現
場
で
働
く
公
務
員
は
マ
ン
パ

ワ
ー
不
足
の
な
か
で
頑
張
っ
て

い
る
。
私
た
ち
は
職
員
が
実
感

で
き
る
改
善
を
求
め
て
い
く
。

今
野
人
事
委
員
会
事
務
局
長
挨
拶

　

コ
ロ
ナ
禍
で
保
健
福
祉
分
野

に
限
ら
ず
県
政
各
分
野
で
ご
苦

労
い
た
だ
い
て
い
る
。
そ
う
し

た
意
味
で
も
、
適
切
な
勤
務
条

件
の
確
保
は
非
常
に
重
要
と
認

識
。
民
間
給
与
実
態
調
査
は
例

年
ベ
ー
ス
で
実
施
を
予
定
し
て

お
り
、
そ
の
結
果
を
見
極
め
て

適
切
に
対
応
し
た
い
。

出
席
役
員
か
ら
の
訴
え

　

「
県
北
・
沿
岸
地
域
は
産

科
・
婦
人
科
の
開
業
医
が
少
な

く
、
子
を
産
み
育
て
る
環
境
が

不
足
し
て
い
る
。
是
非
、
不
妊

治
療
の
特
別
休
暇
創
設
を
」
、

「
障
が
い
を
抱
え
る
家
庭
に
も

配
慮
し
、
子
等
の
看
護
休
暇
の

年
齢
制
限
撤
廃
を
」
、
「
パ
ワ

ハ
ラ
事
案
を
考
慮
し
た
人
事
異

動
・
環
境
管
理
と
管
理
職
へ
の

指
導
強
化
を
」
、
「
続
く
コ
ロ

ナ
情
勢
に
お
け
る
結
婚
休
暇
の

延
長
継
続
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

休
暇
延
長
の
再
検
討
」
な
ど
を

強
く
訴
え
た
。

《
主
な
重
点
項
目
》

①
賃
金
水
準
確
保

　

コ
ロ
ナ
禍
の
経
済
事
情
は
考

▲今野人事委事務局長（右）に要請書を手渡す金田一地公共闘議長▲今野人事委事務局長（右）に要請書を手渡す金田一地公共闘議長

▲職員が実感できる改善を求める地公共闘役員▲職員が実感できる改善を求める地公共闘役員

コロナ克服し希望ある未来に

5.1　連合岩手第92回中央メーデー

格差是正・共生社会の実現を格差是正・共生社会の実現を
　

５
月
１
日
、
第
92
回
岩
手
県

中
央
メ
ー
デ
ー
を
盛
岡
城
跡
公

園
で
開
催
。
感
染
症
予
防
の
た

め
人
数
制
限
し
て
の
開
催
と
な

り
、
約
４
百
人
が
結
集
し
た
。

　

主
催
者
と
し
て
、
鈴
木
圭
会

長
代
行
は
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
の

長
期
化
で
私
た
ち
の
働
き
方
や

生
活
に
多
大
な
影
響
を
も
た
ら

し
た
。
そ
う
し
た
中
、
エ
ッ
セ

ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
は
じ
め

労
働
者
は
日
々
奮
闘
し
て
お
り
、

日
々
の
社
会
が
成
り
立
っ
て
い

る
。
改
め
て
働
く
こ
と
の
価
値

を
高
め
る
運
動
が
必
要
。
コ
ロ

ナ
禍
で
春
闘
で
の
賃
上
げ
交
渉

は
厳
し
い
情
勢
に
あ
る
。
こ
う

し
た
時
だ
か
ら
こ
そ
、
連
合
は

労
働
者
の
労
働
環
境
の
改
善
に

向
け
た
施
策
を
訴
え
、
全
て
の

働
く
労
働
者
の
た
め
に
運
動
を

作
っ
て
い
く
」
と
春
闘
期
で
の

運
動
前
進
を
誓
っ
た
。
さ
ら
に
、

「
今
年
は
衆
議
院
選
挙
、
来
年

は
参
議
院
選
挙
が
あ
る
。
労
働

者
の
た
め
の
政
策
を
軸
と
す
る

政
党
と
の
連
携
は
か
り
、
労
働

者
の
声
を
政
治
に
反
映
す
る
重

要
な
時
期
」
と
触
れ
、
政
治
闘

争
の
強
化
も
訴
え
た
。

　

稲
原
岩
手
労
働
局
長
、
達
増

知
事
ら
も
激
励
に
駆
け
つ
け
、

祝
辞
を
述
べ
た
。
ま
た
、
木
戸

口
英
司
・
横
沢
高
徳
参
議
院
議

員
、
小
西
和
子
県
議
は
じ
め
推

薦
議
員
も
激
励
に
駆
け
つ
け
た
。 　

最
後
に
、
震
災
復
興
、
コ
ロ

ナ
禍
で
明
ら
か
と
な
っ
た
社
会

の
脆
弱
さ
と
ひ
ず
み
を
克
服
し
、

支
え
合
い
・
助
け
合
い
の
共
生

社
会
の
実
現
の
た
め
、
運
動
を

推
進
す
る
と
し
た
メ
ー
デ
ー
宣

言
を
採
択
、
最
後
に
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
締
め
く
く
っ
た
。

　

４
月
27
日
、
岩
手
県
地
方
公
務
員
共
闘
会
議
（
議
長
：
金
田
一
文
紀
岩
教
組
委
員
長
）
は

２
０
２
１
県
人
勧
に
向
け
19
項
目
か
ら
な
る
要
請
書
を
提
出
し
た
。
厳
し
い
コ
ロ
ナ
情
勢
で

も
月
例
給
・
一
時
金
の
水
準
確
保
、
休
暇
制
度
の
充
実
（
不
妊
治
療
休
暇
の
創
設
・
子
等
の

看
護
休
暇
拡
充
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
の
中
で
頑
張
っ
て
い
る
職
員
が
実

感
で
き
る
改
善
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

慮
し
つ
つ
も
、
職
員
が
業
務
に

精
励
で
き
る
生
計
費
維
持
・
賃

金
水
準
の
確
保
を
。

②
専
門
職
確
保

　

初
任
給
格
付
け
の
改
善
と
と

も
に
、
手
当
改
善
を
行
う
な
ど

専
門
職
の
人
員
確
保
を
。

③
諸
手
当
改
善

　

高
速
道
路
利
用
料
金
や
交
通

機
関
利
用
に
伴
う
駐
車
場
料
金

な
ど
の
自
己
負
担
解
消
、
住
居

手
当
の
支
給
上
限
額
改
善
を
。

④
休
暇
制
度
拡
充

　

不
妊
治
療
に
係
る
特
別
休
暇

新
設
、
子
等
の
看
護
休
暇
の
年

齢
制
限
撤
廃
を
。

⑤
超
勤
実
態
把
握
・
是
正

　

超
過
勤
務
の
縮
減
を
基
本
と

し
た
一
層
の
具
体
的
か
つ
実
効

力
あ
る
制
度
検
討
を
。

　

勤
務
時
間
の
変
更
な
ど
、
勤

務
・
労
働
条
件
の
制
度
改
正

は
、
職
員
の
業
務
実
態
を
十
分

把
握
し
、
労
働
組
合
の
意
見
を

十
分
聞
い
た
う
え
で
の
判
断
を
。

⑥
会
計
年
度
任
用
職
員
課
題

　

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
趣

旨
を
踏
ま
え
た
賃
金
水
準
の
改
善

を
。
常
勤
職
員
と
の
権
衡
を
基
本

と
し
た
休
暇
制
度
と
す
る
こ
と
。

⑦
定
年
延
長
対
策

　

従
来
の
賃
金
・
諸
手
当
水

準
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
本

人
の
希
望
を
踏
ま
え
た
働
き
方

を
可
能
と
す
る
制
度
を
設
け
る

こ
と
。
ま
た
、
当
面
の
間
は
希

望
者
全
員
が
再
任
用
と
な
る
制

度
を
維
持
し
、
賃
金
水
準
は
、

退
職
時
給
与
の
８
割
と
な
る
よ

う
改
善
を
。

《
今
後
の
取
り
組
み
》

　

地
公
共
闘
は
継
続
課
題
の
改

善
を
実
現
の
た
め
、
人
事
委
員

会
勧
告
に
向
け
て
教
宣
の
強
化

や
署
名
行
動
等
の
実
施
な
ど
闘

争
を
強
化
し
て
い
く
。

● 申込書受付期限：支部毎に設定。最終申込は６月１４日（月）まで

【団体生命共済】
　○日帰り入院から保障、通院もカバー、５大成人病の入院には手厚く
　○「ライスステージ」に応じて見直しがができます
　○30歳以下の組合員には、「若年層型」がおすすめ（月額2,540円）
【長期共済・税制適格年金】
　○積立額は月額１口3,000円。若い時からの積立で無理なく退職後の生活に備えましょう。長期共済では積立金をもとに
　年金給付・医療給付・遺族給付を選択して受け取ることができます（税制適格年金は年金給付のみとなります）
【火災共済・自然災害共済】
　○自然災害も全国で多発しています。火災・災害時のリスクに備えましょう。
　○「類焼損害補償特約」、「個人賠償責任共済」の特約を付帯することができます
　　（付帯のためには火災共済に30口以上の加入が必要です）。

“くみあい”だからできる助け合い 組合員と家族の生活を守る

活用しよう「じちろうセット共済」

申込書は支部書記局へ

職
員
が
実
感
で
き
る
改
善
を

職
員
が
実
感
で
き
る
改
善
を

マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
の
な
か
頑
張
っ
て
い
る

４
／
27　

県
地
公
共
闘
・
人
事
委
員
会
あ
て
要
求
書
提
出

▲第92回メーデーメインステージ

▲団結ガンバローで締めくくった県中央メーデー集会



　県職労では人事異動における引っ越し費用等が高騰し、職員が多額
の自己負担を強いられていることから、赴任旅費の増額を要求してき
ました。今年の人事異動でも多額の自己負担が生じたとの実態も散見
されています。

（万円） （万円） （年） （万円） （万円） （万円）（年） （万円）

1,197 4.4 25 1,347 496 11.1 25 558
36-40 940 3.9 22 1,041 397 10 22 440
41-45 677 3 20 741 329 9 20 360
46-50 491 2.9 15 523 229 8.1 15 243
51-55 316 2.7 10 327 180 9.3 10 186
56-60 208 3.5 5 210 120 12.1 5 121

18-35

給付表
(Ｅコース（月額給付）/Ｅ１コース（月額＋ボーナス給付）)

年金
原資

年金
月額

【平均】

受取
期間

年金
受取総額

月額給付 ボーナス給付（年２回）

年齢
【保険年齢】

年金
原資

年金
月額

【平均】

受取
期間

年金
受取総額

　

遺
族
付
加
年
金
共
済
『
あ
と

お
し
』
は
、
万
一
死
亡
さ
れ
た

場
合
な
ど
に
、
公
的
遺
族
年
金

の
不
足
分
を
補
い
、
ご
遺
族
の

皆
さ
ん
の
経
済
的
・
精
神
的
な

不
安
を
和
ら
げ
る
県
職
労
独
自

の
共
済
制
度
で
す
。
過
去
10
年

間
で
15
件
、
平
均
約
一
千
万
円

の
遺
族
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

申
込
期
限
は
６
月
14
日
で
す
。

家
族
の
生
活
を
守
る
た
め
、
ぜ

ひ
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

岩
手
県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー

分
会
は
４
月
23
日
、
県
職
労
本

部
佐
々
木
書
記
長
を
講
師
に
36

協
定
学
習
会
を
開
催
し
た
。

　

山
口
貴
之
分
会
長
は
、「
当

職
場
は
36
協
定
を
締
結
し
な
け

れ
ば
超
過
勤
務
が
認
め
ら
れ
な

い
職
場
で
あ
り
、
４
月
１
日
付

け
で
既
に
所
属
長
と
36
協
定
を

締
結
し
た
。
し
か
し
、
36
協
定

も
詳
細
ま
で
理
解
で
き
て
い
な

い
部
分
も
あ
る
。
本
日
は
36
協

定
と
は
何
か
、
な
ぜ
締
結
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
参
加
し

た
皆
さ
ん
と
一
緒
に
学
習
し
、

職
場
環
境
改
善
に
努
め
て
い
き

た
い
」
と
挨
拶
。

　

学
習
会
で
は
「
超
過
勤
務
を

行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予

算
措
置
を
し
て
い
な
い
」「
予

算
が
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
手

当
が
支
払
わ
な
い
実
態
は
、
労

働
基
準
法
違
反
と
な
る
。
超
過

勤
務
の
状
況
を
確
認
・
点
検
し
、

違
法
状
態
と
な
ら
な
い
よ
う
皆

さ
ん
も
意
識
し
て
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
超

勤
縮
減
、
人
員
確
保
の
取
り
組

み
を
所
属
を
通
じ
て
要
望
を
行

う
と
と
も
に
、
県
職
労
本
部
に

も
情
報
提
供
を
」
と
、
36
協
定

締
結
を
契
機
に
職
場
点
検
を
進

め
る
よ
う
伝
え
た
。

　

４
月
24
日
に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

カ
リ
ー
ナ
で
県
本
部
女
性
集
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
ゃ
べ
ラ
ボ
代
表
の
高
橋
美

佳
さ
ん
か
ら
、
「
想
い
を
伝
え

る
力
を
育
て
る
」
と
題
し
て
、

意
志
の
疎
通
に
関
す
る
ポ
イ
ン

ト
な
ど
を
説
明
い
た
だ
き
ま
し

た
。
肯
定
表
現
を
使
う
と
良
い

職
場
点
検
か
ら
不
払
い゙
ゼ
ロ 

へ

36
協
定
学
習
会
を
開
催

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
！

自
治
労
県
本
部
女
性
集
会

な
ど
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
教
え
て

も
ら
っ
た
ほ
か
、
「
相
談
が
で

き
ず
に
仕
事
が
滞
る
背
景
に
は
、

職
場
に
お
け
る
日
頃
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
失
わ
れ

て
い
る
状
況
が
あ
る
」
と
話
が

あ
り
ま
し
た
。

　

分
散
会
で
は
、
年
次
休
暇
の

５
日
間
取
得
が
義
務
化
さ
れ
た

一
方
、
仕
事
が
終
わ
ら
ず
に
休

め
な
い
実
態
が
報
告
さ
れ
、

「
『
休
め
』
と
言
う
だ
け
で
な

く
、
管
理
者
は
業
務
を
ど
う
す

る
か
も
示
す
べ
き
」
と
い
う
声

に
共
感
す
る
仲
間
が
多
く
い
ま

し
た
。
ま
た
、
「
生
理
休
暇
は

意
識
し
な
い
と
と
れ
な
い
。
普

通
に
と
る
休
暇
に
な
っ
て
ほ
し

い
」
と
の
声
も
あ
が
り
ま
し

た
。
「
生
理
痛
が
き
つ
い
仲

間
が
休
暇
を
と
り
や
す
い
よ
う

に
、
自
分
も
生
理
休
暇
を
と
る

よ
う
に
し
て
い
る
」
と
い
う
報

告
も
あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
「
女
性
の
権
利

確
立
運
動
強
化
月
間
」
ポ
ス
タ

ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
も
行
わ

れ
、
岩
手
県
職
労
の
伊
藤
陽
子▲農研センター分会学習会のようす

▲女性集会・分散会のようす（円内は講師の高橋美佳さん）

▲集会の後、支持を訴えたピースパレード

▲5.3憲法集会いわての会場のようす（円内の写真は講演する麦倉哲さん）

＝衆議院選挙で政治を変えるチャンスに＝

5.3　憲法集会inいわて

憲法活かして人権・平和を守ろう憲法活かして人権・平和を守ろう

４
／
23　

農
研
セ
ン
タ
ー
分
会

さ
ん
（
気
仙
支
部
・
地
域
振

興
・
審
査
指
導
監
分
会
）
の
作

品
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
権
利

を
行
使
し
や
す
い
職
場
づ
く
り

の
必
要
性
を
確
認
し
あ
う
場
に

な
り
ま
し
た
。

男性 女性 男性 女性

18-35 1,113 790 2,797 1,984
36-40 1,072 940 2,743 2,406
41-45 1,009 792 2,971 2,333
46-50 1,036 805 2,929 2,276
51-55 995 711 3,436 2,455
56-60 982 612 3,432 2,138

保険料
(Ｅコース（月額）/Ｅ１コース（月額＋ボーナス）)

月払（円） ボーナス払（円）
年齢

【保険年齢】

【
基
本
は
Ｃ
・
Ｃ
１
／
Ｄ
・
Ｄ
１
コ
ー
ス
】

　

Ｃ
・
Ｄ
コ
ー
ス
で
そ
れ
ぞ
れ

年
齢
区
分
別
に
掛
金
・
月
額
給

付
額
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｃ
１
・
Ｄ
１
コ
ー
ス
は

ボ
ー
ナ
ス
給
付
も
あ
り
ま
す
。

【
お
求
め
や
す
い
Ｅ
コ
ー
ス
の
利
用
を
】

　

若
年
層
の
方
や
子
ど
も
が
大

き
く
な
っ
た
の
で
保
障
額
を
減

ら
し
た
い
方
向
け
に
Ｅ
コ
ー
ス

（
月
額
給
付
）
。
Ｅ
１
コ
ー
ス

（
月
額
給
付
＋
ボ
ー
ナ
ス
給
付
）

が
あ
り
ま
す
（
下
表
参
照
）
。

保
険
料
を
抑
え
た
お
求
め
や
す

い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご

自
身
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
て
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
出
産
等
で
保
障
額
を

増
や
し
た
い
場
合
に
は
、
Ｃ
・

Ｃ
１
コ
ー
ス
、
Ｄ
・
Ｄ
１
コ
ー

ス
へ
の
移
行
が
で
き
ま
す
。

給　付　表
(Ｅコース（月額給付）/Ｅ１コース（月額＋ボーナス給付）)

保　険　料
(Ｅコース（月額）/Ｅ１コース（月額＋ボーナス）

遺
族
付
加
年
金
共
済

＝
「
加
入
・
変
更
」
時
に
は
申
込
書
の
提
出
を
＝

「
あ
と
お
し
」

県職労独自
　　の共済
県職労独自
　　の共済

「定期人事異動・赴任旅費実態アンケート」に御協力を

取り組み期間：５月中旬から６月１１日（金）まで
　（※支部により集約期限を設けます。）

集約結果は７月に発表し、2021確定闘争を見据えて要求・交渉を進めます。

゛

保険金保険金

　県職労では、赴任旅費や人事異動に係る諸課題の改善を求め
るべく、実態アンケートに取り組みます。
　対象は、定期人事異動に伴い住居の転居を
行った組合員です。

日
頃
か
ら

　

５
月
３
日
、
「
５
・
３
憲
法

集
会
ｉ
ｎ
い
わ
て
」
が
岩
手
教

育
会
館
で
開
催
さ
れ
た
（
主
催
：

９
条
改
憲
Ｎ
О
！
全
国
市
民
ア

ク
シ
ョ
ン
岩
手
の
会
）
。
「
命

の
格
差
を
縮
め
ら
れ
る
か
？
〜

犠
牲
と
不
幸
を
な
く
す
た
め
に

憲
法
は
生
ま
れ
た
〜
」
と
題
し

て
、
岩
手
大
学
教
育
学
部
特
任

教
授
・
麦
倉
哲
さ
ん
が
講
演
。

概
要
は
次
の
と
お
り
。

【
①
憲
法
理
念
と
政
治
家
】

　

憲
法
前
文
で
「
政
府
の
行
為

に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が

起
こ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
決

意
」
と
あ
る
よ
う
に
、
歴
史
を

振
り
返
り
、
そ
れ
を
繰
り
返
さ

な
い
こ
と
で
国
民
主
権
の
も
と
、

基
本
的
人
権
、
平
和
を
守
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
巡
り
、
菅
首
相
は

看
護
師
５
０
０
人
を
確
保
す
る

と
し
、
退
職
し
た
方
の
潜
在
看

護
師
の
存
在
を
挙
げ
て
い
る
。

し
か
し
、
退
職
理
由
は
体
力
的

な
問
題
等
の
諸
事
情
が
あ
り
、

人
の
人
生
を
政
府
が
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
か
の
よ
う
な
発
言
を

す
る
こ
と
は
、
徴
兵
制
に
繋
が

る
問
題
。
政
権
は
憲
法
の
理
念

を
理
解
し
て
い
な
い
。

【
②
歪
曲
さ
れ
た
政
治
】

　

政
治
の
歪
曲
が
進
ん
だ
。
２

０
０
０
年
代
初
頭
の
国
民
保
護

法
、
２
０
１
５
年
の
安
保
関
連

法
は
名
称
で
は
国
民
の
た
め
と

な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
国

民
の
権
利
を
制
約
し
、
戦
争
に

巻
き
込
ま
れ
る
懸
念
が
大
き

い
。
ま
さ
に
詐
欺
的
な
記
載
で

あ
る
。
菅
政
権
下
で
も
人
事
へ

の
問
題
は
回
答
せ
ず
隠
蔽
を
繰

り
返
す
一
方
で
、
政
権
に
抗
す

る
勢
力
へ
の
弾
圧
を
繰
り
返

す
。
毎
月
勤
労
統
計
の
不
正
問

題
や
福
島
原
発
事
故
の
デ
ー
タ

観
測
問
題
で
は
事
実
を
都
合
よ

く
隠
し
、
歪
め
る
政
治
が
顕
著

と
な
っ
た
。

【
③
格
差
と
貧
困
の
拡
大
】

　

富
裕
層
へ
の
所
得
税
減
税
を

進
め
る
一
方
で
貧
困
層
へ
の
支

援
を
削
減
し
、
自
己
責
任
論
を

押
し
付
け
た
。
現
在
で
も
「
弱

い
者
へ
の
小
さ
な
政
府
、
強
い

者
へ
の
大
き
な
政
府
」
だ
。
本

当
に
困
っ
た
と
き
に
助
け
て
く

れ
る
の
は
「
行
政
」
で
あ
る
。

自
助
で
自
己
責
任
を
求
め
る
の

で
は
な
く
、
公
助
の
仕
組
み
で

の
支
援
に
変
え
る
べ
き
。

【
④
戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害
】

　

戦
争
災
害
は
国
家
の
選
択
で

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
沖
縄

戦
で
の
犠
牲
者
の
検
証
を
行
っ

た
が
、
住
民
の
多
く
が
日
本
兵

に
よ
り
殺
害
さ
れ
た
。
戦
争
を

行
う
政
治
家
は
戦
争
で
死
な
ず
、

犠
牲
は
国
民
が
負
う
と
い
う
の

は
歴
史
か
ら
し
て
明
ら
か
。

【
⑤
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
政
治
の
転
換
を
】

　

命
を
カ
ッ
ト
す
る
コ
ス
ト
カ

ッ
ト
政
治
が
憲
法
理
念
か
ら
か

け
離
れ
た
社
会
と
し
た
こ
と
は

格
差
と
貧
困
の
問
題
だ
け
で
も

明
ら
か
。
憲
法
が
活
か
さ
れ
、

全
て
の
人
が
幸
福
に
生
き
ら
れ

る
社
会
に
す
る
こ
と
が
大
事
だ
。
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